
  

平
成
十
三
年
か
ら
地
域
リ
ハ
ビ
リ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を

続
け
て
、
今
年
度
は
九
年
目
に
な
り
ま
す
。
平
成
二
十
一
年
度
も

地
域
の
み
な
さ
ま
が
健
康
で
イ
キ
イ
キ
と
し
た
暮
ら
し
を
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
立
場
か
ら
支
援
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
平
成
十
三
年
度
〜
沖
縄
県
か
ら
委
託
。
平
成
十
八
年
度
〜
沖
縄

県
事
業
廃
止
に
伴
い
、
お
も
と
会
独
自
の
事
業
と
し
て
活
動
） 

 【
趣
旨
】 

 

病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
る
程
度
充
実

し
て
き
ま
し
た
が
、
退
院
し
た
後
に
利
用
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
体
制

は
不
十
分
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

『
お
も
と
会
地
域
リ
ハ
ビ
リ
支
援
セ
ン
タ
ー
』
は
、
リ
ハ
ビ
リ

体
制
の
整
備
と
、
医
療
・
保
健
・
福
祉
の
関
係
者
に
対
す
る
支
援

を
行
う
こ
と
で
、
地
域
住
民
が
健
康
で
イ
キ
イ
キ
と
暮
ら
し
て
い

け
る
町
を
つ
く
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。 

 

【
１ 

リ
ハ
ビ
リ
に
関
す
る
相
談
】 

お
も
と
会
総
合
案
内
セ
ン

タ
ー
で
は
医
療
・
保
健
・
福
祉
の
あ
ら
ゆ
る
ご
相
談
を
３
６
５
日

お
受
け
し
て
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
に
関
す
る
ご
相
談
も
お
気
軽
に

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

０
１
２
０
・
３
３
３
・
４
３
２
） 

【
２ 

講
師
派
遣
の
協
力
】 

 

離
島
の
医
療
・
保
健
・
福
祉
サ

ー
ビ
ス
は
十
分
で
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
高
齢
者
や
障
が
い
者

が
住
み
慣
れ
た
土
地
に
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
依

頼
を
受
け
た
離
島
に
理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士

を
派
遣
し
て
い
ま
す
。 

 

● 

渡
嘉
敷
村
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
毎
月
一
回
、
理
学
療
法
士
） 

● 

渡
嘉
敷
村
の
介
護
予
防
事
業
（
毎
月
一
回
、
理
学
療
法
士
） 

● 

久
米
島
町
の
保
健
師
と
の
同
行
訪
問
（
毎
月
三
回
、
理
学
療

法
士
、
言
語
聴
覚
士
） 

平
成
二
十
一
年
度
は
二
十
年
度
に
引
き
続
き
、
右
記
の
協
力
を

行
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
地
域
ケ
ア
や
介
護
予
防
事
業
な
ど
の

講
師
派
遣
の
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

        
 

          

【
３ 

講
習
会
の
開
催
】 

 

地
域
ケ
ア
に
携
わ
る
職
員
の
資
質

向
上
に
役
立
つ
リ
ハ
ビ
リ
関
連
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。 

 

● 

６
月
７
日
（
日
）
「
高
齢
者
の
食
と
栄
養
」
講
師
・
今
井
千

春
（
大
浜
第
一
病
院 

医
師
）
、
土
田
森
子
（
ぎ
の
わ
ん
お

も
と
園 

管
理
栄
養
士
） 

● 

７
月
１
２
日
（
日
）「
失
語
症
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
」

講
師
・
照
屋
智
美
（
大
浜
第
一
病
院 

言
語
聴
覚
士
）
・
他 

● 

９
月 

「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
運
動
指
導
」（
予
定
） 

● 

１
０
月
「
認
知
症
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
（
予
定
） 

 
 六

月
・
七
月
の
講
習
会
の
案
内
は
既
に
発
送
し
て
い
ま
す
。
ま
だ

お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

平
成
二
十
一
年
度 

活
動
計
画 

渡嘉敷村デイサービスでの運動指導 

久米島町の保健師と同行訪問 

失語症コミュニケーション講座 
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平
成
二
十
年
度
最
後
の
講
習
会
と
し
て 

 
 
 
 
 

『
高
次
脳
機
能
障
害
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
〜
入
門
編
〜
』
を
開
催
し
ま
し
た
。 

         

種
村
先
生
は
「
高
次
脳
機
能
障
害
者
の
社

会
生
活
の
自
立
支
援
」
に
つ
い
て
実
践
と
研

究
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
沖
縄
県
の
作

業
療
法
士
に
も
多
く
の
フ
ア
ン
が
い
ま
す
。 

 

「
高
次
脳
機
能
障
害
」
は
麻
痺
な
ど
の
目

に
見
え
る
障
害
に
比
べ
て
、
専
門
職
に
と
っ

て
も
理
解
が
難
し
い
障
害
で
す
。
今
回
の
講

習
会
に
は
３
０
０
人
以
上
の
受
講
申
込
み
が

あ
り
、
定
員
を
１
０
０
人
か
ら
１
５
０
人
に

増
や
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
病
院
・

老
健
施
設
・
在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
勤
務

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
方
が
熱
心
に
受
講

し
、「
高
次
脳
機
能
障
害
」
へ
の
関
心
の
高
さ

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

 

「
高
次
脳
機
能
障
害
」
は
総
称
で
あ
り
、

「
失
認
症
」
「
失
行
症
」
な
ど
に
分
類
さ
れ
、

さ
ら
に
「
○
○
失
認
」
な
ど
臨
床
症
状
の
特
徴
か
ら
細
か
い
分
類

が
な
さ
れ
ま
す
。
種
村
先
生
は
高
次
脳
機
能
障
害
の
分
類
と
臨
床

症
状
の
解
説
を
分
か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

高
次
脳
機
能
障
害
の
患
者
さ
ん
の
様
子
を
ビ
デ
オ
で
紹
介
さ

れ
、
日
常
生
活
場
面
で
よ
く
見
る
高
次
脳
機
能
障
害
の
症
状
と
、

そ
れ
に
対
す
る
援
助
者
の
関
わ
り
方
を
具
体
的
に
説
明
し
て
く

れ
ま
し
た
。 

 

高
次
脳
機
能
障
害
を
持
つ
方
へ
の
支
援
で
最
も
大
切
な
の
は

「
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
る
こ
と
」
で
す
。
で
き
な
い
こ
と
ば
か

り
に
注
目
す
る
の
で
は
な
く
、
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
、
そ
れ
を

日
常
生
活
の
中
で
実
用
化
さ
せ
る
工
夫
を
私
た
ち
が
行
う
こ
と

で
、
高
次
脳
機
能
障
害
を
持
つ
方
の
生
活
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。 

そ
の
た
め
の
着
眼
点
や
具
体
的
な
工
夫
に
つ
い
て
、
丁
寧
に
説

明
し
て
い
た
だ
き
、
受
講
者
は
熱
心
に
メ
モ
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
「
実
際
の
ケ
ー
ス
を
通
し
て
、
よ
り
具
体
的
な
講
習
会
に
し
た

い
」
と
の
種
村
先
生
の
意
向
で
、
大
浜
第
一
病
院
の
作
業
療
法

士
・
新
里
光
さ
ん
が
現
在
担
当
し
て
い
る
患
者
さ
ん
を
ビ
デ
オ
で

紹
介
し
、
種
村
先
生

に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。 

着
替
え
が
で
き
な

い
理
由
と
指
導
の
仕

方
な
ど
、
日
常
生
活

に
お
け
る
高
次
脳
機

能
障
害
の
影
響
と
適

切
な
指
導
・
練
習
に

つ
い
て
実
践
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
脳
の
Ｃ
Ｔ
画
像
か
ら
推
測
で
き
る
高
次
脳
機
能

障
害
の
症
状
を
挙
げ
、
今
後
の
評
価
や
訓
練
に
役
立
つ
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
ま
し
た
。 

 

受
講
者
か
ら
は
「
と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
」
「
今

回
の
入
門
編
に
続
け
て
“
応
用
編
„
も
開
催
し
て
ほ
し
い
」

と
の
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
続
編
と

な
る
講
習
会
を
企
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

受
講
者
の
み
な
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

種
村
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

種村留美先生 

着替えのときの症状と指導のポイント 


